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28年間、瀬戸内地域の島民の「かかりつけ医」として、
24時間365日診療を続けている。最期は島で迎えたいと
の島民の要望に応えて在宅診療にも取り組む傍ら、多職
種との勉強会の他、在宅で最期を看取った患者家族も参
加する町民向けシンポジウムも頻繁に開催。離島の医療
は天候に影響され、救急医療は極めて困難を要するが、
昼夜問わず救急患者を受け入れられるように医療機器を
率先して導入するなど、その体制整備にも尽力している。

釈
と き や

舎 龍
りゅうぞう

三 医師

61歳　広島県
ときや内科 理事長

70年余りにわたり、医療・福祉の充実を目指して患者
に寄り添った地域医療に献身的に尽力し、地域に密着し
た「かかりつけ医」として98歳の今でも現役で活躍し
ている。95歳までは自ら車を運転し、訪問診療も実施
してきた。また、65年もの間、学校医として児童生徒
の健康増進・疾病予防に精力的に取り組むとともに、医
療と福祉のスムーズな連携の必要性から、障害者支援施
設や特別養護老人ホーム等を開設し、地域住民や家族に
大きな安心感と喜びをもたらしている。

古
ふ る え

江 増
ま す ぞ う

蔵 医師

98歳　鹿児島県
医療法人・社会福祉法人桃蹊会 理事長

「病気を見る医者より、病人を診る医者になれ」を座右
の銘とし、患者の訴えに耳を傾ける姿勢を貫き、開業医
として地域医療の最前線で活動している。女性医師が少
ない時代には、心無いことを言う患者もいる中で、女性
であることの特性を活かし、患者へのきめ細やかな愛情
を注いだ。患者は超高齢者も多く、在宅・往診に加えて
看取りなどにも携わっている。今でも、積雪の多い冬季
には自身の運転で患者宅まで駆けつけるなど、患者家族
に寄り添いながら診療を続けている。

湯
ゆ か わ

川 喜
き み

美 医師

83歳　鳥取県
湯川医院 院長

地域唯一の診療所を開設し、昭和38年から56年間にわ
たって地域住民の健康管理に貢献。地域の学校医として
も64年間、現在に至るまで児童生徒の健康管理に多大
な尽力をしている。東日本大震災では自宅、診療所も津
波にのみ込まれ、診療所1階の天井まで浸水する大規模
半壊の被害に遭うものの、2階部分を活用し診療を続け
るなど、寸暇を惜しんで患者の診療に当たった。現在も、
地域の人々に寄り添い、地域の復興と医療の再生に力を
注いでいる。

木
き ざ わ

澤 健
け ん い ち

一 医師

91歳　岩手県
木沢医院 院長

将来の高齢化を見据え、地域で医療・介護を一体的に対
応できる医療機関づくりを目指し、昭和63年に内田病
院と県内初の認知症専門棟を有する老人保健施設を開
設した。身体抑制廃止を宣言し、縛らない医療・看護を
実践。全国への普及活動にも力を入れている。また、認
知症高齢者の行方不明事故を未然に防止し、地域で見守
るシステムとして「沼田市認知症にやさしい地域づくり
ネットワーク」を設立するなど、官民一体連携の全国的
な先進事例をつくった。

内
う ち だ

田 好
よ し じ

司 医師

83歳　群馬県
内田病院 顧問

増
ま す こ

子　詠
え い い ち

一（北海道） 坂
さ か い

井　武
た け あ き

昭（宮城県） 小
こ ば や し

林　　達
とおる

（山形県）

赤
あ か ま つ

松　郁
い く お

夫（栃木県） 山
や ま だ

田　　茂
しげる

（千葉県） 前
ま え だ

田　立
り つ お

雄（東京都）

天
あ ま の

野　隆
た か ぞ う

三（山梨県） 櫻
さ く ら だ

田　　修
おさむ

（静岡県） 山
や ま ぐ ち

口　　勇
いさむ

（愛知県）

駒
こ ま だ

田　敏
と し ゆ き

之（三重県） 川
か わ む ら

村　治
は る お

雄（京都府） 辰
た つ み

見　宣
の ぶ お

夫（大阪府）

北
き た う ら

浦　信
の ぶ こ

子（奈良県） 横
よ こ や

矢　行
ゆ き ひ ろ

弘（和歌山県） 笠
か さ ま つ

松　由
ゆ か

華（徳島県）

大
お お も り

森　　茂
しげる

（香川県） 橋
は し も と

本　信
の ぶ お

男（福岡県） 中
な か む ら

村　義
よ し き よ

清（沖縄県）

羽毛田信吾（昭和館館長、宮内庁参与）
向井　千秋（宇宙航空研究開発機構特別参与、東京理科大学特任副学長）
檀　　ふみ（女優）
ロバート・キャンベル（国文学研究資料館館長）
河合　雅司（作家・人口減少対策総合研究所理事長）
吉田　　学（厚生労働省医政局長）
小玉　弘之（日医常任理事）
城守　国斗（日医常任理事）
鈴木　裕一（産経新聞社上席執行役員）
乾　　正人（産経新聞社執行役員論説委員長）

「日本医師会　赤ひげ大賞」選考委員 （順不同・敬称略）

「赤ひげ大賞」受賞者 （順列は北から・敬称略。受賞者の年齢は2020年1月8日現在）

「赤ひげ功労賞」受賞者 （順列は北から・敬称略）

日
医
で
は
こ
の
ほ
ど
、
第

８
回
「
日
本
医
師
会　

赤
ひ

げ
大
賞
」（
主
催
：
日
医
、
産

経
新
聞
社
、
特
別
協
賛
：
太
陽

生
命
保
険
株
式
会
社
）
の
受
賞

者
を
決
定
し
、
城
守
国
斗
常

任
理
事
が
今
年
初
め
て
の
開

催
と
な
っ
た
、
１
月
８
日
の

定
例
記
者
会
見
で
公
表
し
た
。

本
賞
は
、
「
地
域
の
医
療

現
場
で
長
年
に
わ
た
り
、
健

康
を
中
心
に
地
域
住
民
の
生

活
を
支
え
て
い
る
医
師
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、
そ
の
活
動

を
顕
彰
す
る
こ
と
」
を
目
的

と
し
て
、
平
成
24
年
に
創
設

し
た
も
の
で
あ
る
。

第
８
回
目
と
な
る
今
回
は
、

よ
り
多
く
の
医
師
の
功
績
を

顕
彰
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
「
赤
ひ
げ
功
労
賞
」
を

新
設
。
都
道
府
県
医
師
会
か

ら
推
薦
の
あ
っ
た
医
師
か
ら

「
赤
ひ
げ
功
労
賞
」
受
賞
者
を

決
定
し
、
そ
の
中
か
ら
更
に

「
赤
ひ
げ
大
賞
」
受
賞
者
５

名
を
絞
り
込
む
形
と
し
た
。

昨
年
11
月
21
日
に
開
催
し

た
選
考
会
で
は
、
別
掲
の
選

考
委
員
に
よ
る
白
熱
し
た
議

論
を
経
て
、
「
赤
ひ
げ
大
賞
」

の
受
賞
者
と
し
て
、
岩
手
県

医
師
会
推
薦
の
木
澤
健
一
先

生
、
群
馬
県
医
師
会
推
薦
の

内
田
好
司
先
生
、
鳥
取
県
医

師
会
推
薦
の
湯
川
喜
美
先

生
、
広
島
県
医
師
会
推
薦
の

釈と

き

や舎
龍
三
先
生
、
鹿
児
島
県

医
師
会
推
薦
の
古
江
増
蔵
先

生
の
５
名
（
順
列
は
北
か
ら
）

に
決
定
し
た
（
受
賞
者
の
功

績
等
は
左
記
参
照
）。

会
見
で
受
賞
者
決
定
ま
で

の
経
緯
等
を
説
明
し
た
城
守

常
任
理
事
は
、
「
今
回
の
受

賞
者
に
は
、
こ
れ
ま
で
で
最

高
齢
と
な
る
98
歳
の
古
江
先

生
を
始
め
、
90
代
の
現
役
の

先
生
が
二
人
も
お
ら
れ
る

が
、
そ
の
功
績
に
は
頭
が
下

が
る
思
い
で
あ
る
。
そ
の
他

３
名
の
先
生
方
も
、
こ
れ
ま

で
の
受
賞
者
同
様
、
素
晴
ら

し
い
活
動
を
さ
れ
て
い
る

方
々
ば
か
り
で
あ
っ
た
」
と

述
べ
、
受
賞
者
の
功
績
を
称

え
る
と
と
も
に
、
「
一
人
で

も
多
く
の
国
民
に
、
こ
の
よ

う
な
先
生
を
か
か
り
つ
け
医

と
し
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
そ
の
功
績
が
広
く

周
知
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
」

と
し
た
。

な
お
、
表
彰
式
・
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
は
、「
赤
ひ
げ
大
賞
」

「
赤
ひ
げ
功
労
賞
」
の
受
賞

者
を
招
い
て
、
３
月
13
日
午

後
５
時
よ
り
都
内
の
ホ
テ
ル

で
開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
（
後
日
、本
紙
で
詳
報
）。

日医要望の「社会保険診療報酬
 に対する事業税非課税措置の
　　           存続」などが実現

小
玉
弘
之
常
任
理
事
は
、

１
月
14
日
の
定
例
記
者
会
見

で
、日
医
が
昨
年
８
月
に「
令

和
２
年
度
医
療
に
関
す
る
税

制
要
望
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
た
14
項
目
の
う
ち
、
与
党

が
同
年
12
月
12
日
に
決
定
し

た
「
令
和
２
年
度
税
制
改
正

大
綱
（
自
由
民
主
党
・
公
明

党
）」に
盛
り
込
ま
れ
た
項
目

に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

同
常
任
理
事
は
、
ま
ず
、
日

医
が
取
り
ま
と
め
た
要
望
事

項
の
実
現
に
向
け
て
、
厚
生

労
働
省
を
始
め
と
す
る
関
係

各
方
面
に
対
し
て
働
き
掛
け

を
行
う
と
と
も
に
、
与
党
税

制
調
査
会
で
の
検
討
に
向
け

て
、
要
望
活
動
を
継
続
的
に

行
っ
て
き
た
こ
と
を
報
告
。

そ
の
結
果
、（
１
）「
社
会

保
険
診
療
報
酬
に
対
す
る
事

業
税
非
課
税
、
医
療
法
人
の

自
由
診
療
分
の
事
業
税
に
つ

い
て
は
、
特
別
法
人
と
し
て

の
軽
減
税
率
」
及
び
「
い
わ

ゆ
る
四
段
階
制
（
社
会
保
険

診
療
報
酬
の
所
得
計
算
の
特

例
措
置
）」
の
存
続
、（
２
）「
認

定
医
療
法
人
制
度
が
令
和
２

年
10
月
か
ら
令
和
５
年
９
月

ま
で
の
３
年
間
、
認
定
期
間

延
長
」
や
「
軽
量
な
葉
巻
た

ば
こ
に
掛
か
る
た
ば
こ
税
に

つ
い
て
、
紙
巻
た
ば
こ
と
同

水
準
ま
で
段
階
的
な
引
き
上

げ
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
認
め
ら

れ
た
と
し
た
。

ま
た
、
関
連
項
目
と
し
て
、

「
医
療
費
控
除
の
提
出
資
料

の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
医
療

費
控
除
の
申
告
手
続
き
の
簡

素
化
が
図
ら
れ
た
」
と
述
べ

た
。

加
え
て
、
大
綱
に
記
載
は

な
い
が
検
討
事
項
と
さ
れ
た

「
基
金
拠
出
型
医
療
法
人
に

お
け
る
負
担
軽
減
措
置
の
創

設（
所
得
税
）
」に
つ
い
て
は
、

日
医
の
要
望
を
踏
ま
え
、
厚

労
省
が
要
望
と
し
て
取
り
上

げ
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
。

持
分
あ
り
医
療
法
人
か
ら
持

分
な
し
医
療
法
人
の
類
型
で

あ
る
基
金
拠
出
型
医
療
法
人

に
移
行
す
る
際
、
移
行
前
の

持
分
を
基
金
と
し
て
拠
出
し

た
場
合
に
生
ず
る
配
当
所
得

課
税
を
繰
り
延
べ
る
措
置
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
と
し

た
。今

後
は
、
こ
の
措
置
の
実

現
と
と
も
に
、
基
金
に
つ
い

て
の
相
続
税
・
贈
与
税
の
納

税
猶
予
措
置
に
つ
な
げ
て
い

く
考
え
を
示
し
た
。

第
８
回

「
日
本
医
師
会
　
赤
ひ
げ
大
賞
」の
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新
年
に
当
た
っ
て
の

所
感
を
披ひ

れ

き歴

1
月
8
・
15
日

Ｍ
Ａ
Ｔ
要
綱
」
に
つ
い
て
、

今
後
も
適
宜
見
直
し
を
行
っ

て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

次
に
、
こ
れ
ま
で
の
子
年

を
振
り
返
り
、
２
０
０
８
年

の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
開

始
や
１
９
４
８
年
の
医
療
法

と
医
師
法
の
制
定
な
ど
、
子

年
が
今
後
の
医
療
の
あ
り
方

を
方
向
づ
け
る
重
要
な
年
で

あ
っ
た
こ
と
に
触
れ
、
今
年

６
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
る

予
定
の
全
世
代
型
社
会
保
障

検
討
会
議
の
最
終
報
告
も
、

今
後
の
わ
が
国
の
医
療
の
あ

り
方
を
左
右
す
る
極
め
て
重

要
な
意
味
を
持
っ
て
お
り
、

「
骨
太
の
方
針
２
０
２
０
」

を
経
て
、
年
内
に
も
関
連
法

案
が
提
出
さ
れ
る
見
込
み
で

あ
る
と
説
明
。

最
終
報
告
の
取
り
ま
と
め

に
向
け
て
は
、
「
わ
が
国
の

苦
し
い
財
政
状
況
に
よ
り
社

会
保
障
に
対
す
る
歳
出
圧
力

が
強
ま
る
中
で
、
更
に
紆う

よ余

曲
き
ょ
く
せ
つ折

が
想
定
さ
れ
る
が
、
政

府
・
与
党
や
厚
生
労
働
省
の

会
議
の
他
、
記
者
会
見
な
ど

を
通
じ
て
、
国
民
の
安
心
に

つ
な
が
る
社
会
保
障
制
度
が

構
築
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続

き
主
張
を
し
て
い
く
」
と
決

意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
国

民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た

横
倉
義
武
会
長
は
、
今
年

初
め
て
の
定
例
記
者
会
見
に

臨
み
、
新
年
に
当
た
っ
て
の

所
感
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

子
年
は
種
子
の
中
に
新
し
い

生
命
が
き
ざ
し
始
め
る
意
味

が
あ
る
と
し
、
「
子
年
に
蒔ま

い
た
種
が
健
や
か
に
成
長

し
、
大
き
な
花
を
咲
か
せ
ら

れ
る
よ
う
、
本
年
も
全
力
で

努
め
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
た
。

横
倉
会
長
は
冒
頭
、
昨
年

の
九
州
北
部
地
方
を
襲
っ
た

豪
雨
並
び
に
関
東
・
東
北
地

方
の
台
風
な
ど
の
自
然
災
害

が
相
次
い
だ
と
し
、
被
災
地

に
お
い
て
地
域
医
療
を
支
え

て
い
る
会
員
を
始
め
、
支
援

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
方
々

へ
の
敬
意
を
表
し
た
。

そ
の
上
で
、
地
域
医
療
体

制
の
復
興
に
向
け
て
、
必
要

な
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
に

よ
り
今
後
も
頻
発
す
る
自
然

災
害
に
対
し
、
迅
速
に
対
応

す
る
た
め
に
改
正
を
行
っ
た

「
防
災
業
務
計
画
」
及
び
「
Ｊ

め
に
、
日
医
は
会
員
や
国
民

に
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
せ

ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
医

療
政
策
を
提
言
し
て
い
き
た

い
と
し
た
。

ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
日
本
開

催
に
関
し
て
は
、
「
熱
中
症

な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
夏
の
暑

い
時
期
に
行
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
選
手
の
方
々
が
思
う
存

分
そ
の
実
力
を
発
揮
す
る
だ

け
で
な
く
、
観
戦
者
が
安
心

し
て
観
戦
で
き
る
よ
う
、
大

会
関
係
者
と
協
力
し
な
が

ら
、
対
応
に
万
全
を
期
し
て

い
く
」
と
す
る
と
と
も
に
、

医
療
面
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
準
備
も
進
め
て
い
る
こ

と
を
報
告
し
た
。

更
に
、
「
骨
太
の
方
針
２

０
１
９
」
を
踏
ま
え
、
２
０

２
０
年
度
予
算
で
は
、
厚
労

省
と
経
済
産
業
省
と
で
、
予

防
・
健
康
づ
く
り
に
お
け
る

エ
ビ
デ
ン
ス
確
立
の
た
め
の

大
規
模
実
証
事
業
の
実
施
に

関
す
る
予
算
が
確
保
さ
れ
た

こ
と
に
も
言
及
。
「
疾
病
予

防
・
健
康
づ
く
り
の
推
進
の

必
要
性
に
つ
い
て
は
、
政
府

の
全
世
代
型
社
会
保
障
検
討

会
議
に
お
い
て
も
三
師
会
で

合
同
提
言
し
て
お
り
、
引
き

続
き
日
医
と
し
て
も
、
大
規

模
実
証
事
業
も
含
め
、
予

防
・
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

日
本
健
康
会
議
や
関
係
省
庁

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
し
た
。

一
方
で
、
地
域
医
療

日
医
で
は
こ
の
ほ
ど
、
女

優
の
森
七
菜
さ
ん
主
演
に
よ

る
、
健
康
や
地
域
医
療
に
関

す
る
４
編
の
国
民
向
け
ミ
ニ

ド
ラ
マ
を
制
作
し
、
１
月
８

日
の
定
例
記
者
会
見
で
公
表

し
た
。

ミ
ニ
ド
ラ
マ
は
、
森
さ
ん

が
演
じ
る
高
校
生
の
家
族
に

起
き
る
出
来
事
を
通
じ
て
、

「
か
か
り
つ
け
医
」
を
も
つ
こ

と
の
良
さ
や
「
が
ん
検
診
」
及

び
「
風
し
ん
の
抗
体
検
査
・
予

防
接
種
」
を
受
け
る
こ
と
の
大

切
さ
、
ま
た
看
護
師
不
足
と
言

わ
れ
る
中
で
、「
准
看
護
師
」
が

果
た
す
役
割
の
重
要
性
を
伝

え
る
４
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

各
作
品
は
５
～
７
分
程
の

長
さ
と
な
っ
て
お
り
、
ミ
ニ

ド
ラ
マ
「
な
な
色
健
康
家
族
」

と
日
医
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
え
る
「
日
医
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
」
の
２
本
立
て

と
し
て
い
る
。

な
お
、
本
動
画
に
つ
い
て

は
、
１
月
８
日
か
ら
１
年
間
、

日
医
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ス

ト
リ
ー
ミ
ン
グ
配
信
す
る

他
、
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
に
は

動
画
の
デ
ー
タ
〔
各
編
ご
と

森七菜さん主演の
            ミニドラマが完成

もり な な

に
ロ
ン
グ
バ
ー
ジ
ョ
ン
（
字

幕
有
・
無
）、
シ
ョ
ー
ト
バ

ー
ジ
ョ
ン
（
字
幕
有
・
無
）

の
４
パ
タ
ー
ン
〕を
掲
載
し
、

日
医
会
員
で
あ
れ
ば
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
、
待
合
室
や
医

師
会
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
使

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る

の
で
、
ご
活
用
頂
き
た
い
。

森七菜さんコメント
　今回の動画を通じて、いろいろなことを
学ばせて頂きました。このミニドラマを見
て、少しでも皆さんが、健康のことを考え
るきっかけにして下さるとうれしいです。
※�森さんが手にしている「日医君」ぬいぐるみは購入が
できます（本紙5面参照）

　「国民向け動画『なな色健康家族』」のデータは、日医のホームページのメ
ンバーズルームの中の「医師会活動について」にある「会員のみなさまへ」
のコーナーに掲載されています。右側の掲載写真のとおり、動画は4編あり
ますので、ダウンロードの上、病院、診療所他、各種医療機関内に設置され
たモニターテレビ及び医師会によるセミナー等でご活用下さい。
　ただし、使用期限は2021年1月7日までとなっており、期間を超えて公
開されていることが判明した場合や上記にお示しした以外の目的で、コピー
または公開・配布・販売した場合は著作権法違反となり、罰せられることが
ありますので、ご注意願います。

メンバーズルーム「国民向け動画『なな色健康家族』」
http://www.med.or.jp/japanese/members/info/nanairo.html

動画のダウンロード方法

「かかりつけ医」編 「がん検診」編

「風しんの抗体検査・予防接種」編 「准看護師」編

←
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医
業
の

 
第
三
者
承
継
に
関
す
る

日
医
の
考
え
を
説
明

令和元年度日本医師会会員数調査の結果まとまる
会員総数は7年連続で増加

　日医は、昨年12月17日開催の令和元年度第9回理事会で、令和元年度日医
会員数調査の結果（令和元年12月1日現在）を報告した。
　それによると、会員総数は172,763人で、対前年比1,613人増と7年連続の
増加となったことが明らかとなった。
　会員数の内訳は、A①会員83,368人（構成割合48.3％）、A②会員（B）
39,781人（同23.0％）、A②会員（C）2,360人（同1.4％）、B会員43,747人（同
25.3％）、C会員3,507人（同2.0％）となっている。
　A①会員は微減したものの、A②会員（C）、C会員については、それぞれ
対前年度比560人、258人の増加となった。
　なお、A①会員の内訳は、病院開設者が3,985人（構成割合4.8％）、診療所
開設者が70,473人（同84.5％）、管理者が7,562人（同9.1％）、その他が1,348
人（同1.6％）となっている。
　この結果を受けて、横倉義武会長は、「会員数は7年連続で増加はしている
ものの、医学部卒業生の人数を考えれば、まだまだ少なく、引き続き、組織
強化に向けた取り組みを進めていきたい」としている。
　なお、この結果を受けて、日医の代議員・予備代議員（任期：令和2年6月
開催予定の定例代議員会～令和4年6月開催予定の定例代議員会の前日）の定
数が決定した。
　茨城・埼玉・神奈川・愛知・鹿児島の各県医師会がそれぞれ1名ずつ増加
する一方、岡山県医師会が1名減少するため、定数は4名増の372名となった。

北海道
青　森
岩　手
宮　城
秋　田
山　形
福　島
茨　城
栃　木
群　馬
埼　玉
千　葉
東　京
神奈川
新　潟
富　山
石　川
福　井
山　梨
長　野
岐　阜
静　岡
愛　知
三　重
滋　賀
京　都
大　阪
兵　庫
奈　良
和歌山
鳥　取
島　根
岡　山
広　島
山　口
徳　島
香　川
愛　媛
高　知
福　岡
佐　賀
長　崎
熊　本
大　分
宮　崎
鹿児島
沖　縄

5,884
1,256
1,646
3,389
1,571
1,550
2,691
2,515
2,270
2,108
7,095
3,928
19,383
9,220
3,312
1,168
1,234
1,028
1,037
2,189
2,847
4,248
10,132
2,350
1,246
3,147
16,363
8,682
1,873
1,537
707
900
2,478
5,668
2,015
1,506
1,746
2,743
1,314
8,730
1,481
3,335
3,095
2,237
1,814
4,020
2,075

合　計

構成割合（%）

172,763

100.0

都道府県
医師会 総数

2,194
665
681
1,456
579
669
1,216
1,393
1,156
1,297
3,564
2,931
9,986
5,499
1,227
679
694
444
528
1,216
1,278
2,259
4,648
1,174
845
2,145
7,502
4,543
1,036
901
389
466
1,336
2,268
1,068
636
719
1,026
484
3,905
632
1,152
1,307
872
784
1,156
763

83,368

48.3

Ａ①会員

1,727
266
275
987
142
217
489
541
342
427
1,001
549
2,599
1,334
494
156
270
287
116
416
278
687
1,278
477
192
516
6,041
2,599
332
387
144
242
477
2,662
526
348
443
1,207
506
1,634
438
1,456
725
404
315
2,277
555

39,781

23.0

Ａ②会員（B）

7
0
36
98
8
11
0
11
0
33
7
4

228
264
29
17
119
3
0
0
13
1

129
18
0
90
447
131
3
3
6
7
3

165
29
1
0
82
28
116
21
8
26
2
7

116
33

2,360

1.4

Ａ②会員（C）

1,801
215
551
822
752
642
824
492
606
302
2,292
444
6,473
2,002
1,461
316
136
258
345
555
1,134
1,245
3,513
498
208
358
2,354
1,392
502
240
167
185
653
547
355
513
579
408
296
2,737
375
607
988
896
604
471
633

43,747

25.3 

Ｂ会員

155
110
103
26
90
11
162
78
166
49
231
0
97
121
101
0
15
36
48
2

144
56
564
183
1
38
19
17
0
6
1
0
9
26
37
8
5
20
0

338
15
112
49
63
104
0
91

3,507

2.0

Ｃ会員
会　　員　　数

Ａ① ： 病院・診療所の開設者、管理者及びそれに準ずる会員
Ａ②（B） ： 上記Ａ①会員及びＡ②会員（C）以外の会員
Ａ②（C） ： 医師法に基づく研修医
Ｂ ： 上記Ａ②会員（B）のうち日本医師会医師賠償責任保険加入の除外を申請した
  会員
Ｃ ： 上記Ａ②会員（C）のうち日本医師会医師賠償責任保険加入の除外を申請した
  会員

日本医師会会員数調査 （令和元年12月1日現在）

を
守
る
た
め
に
は
、
医

療
関
係
者
が
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
と
医
療
機
関
の
経

営
の
安
定
も
必
要
で
あ
り
、

医
師
の
働
き
方
改
革
に
当
た

っ
て
は
、
「
地
域
医
療
の
継

続
性
」
と
「
医
師
の
健
康
へ

の
配
慮
」
の
２
つ
を
両
立
さ

せ
る
こ
と
、
特
に
地
域
の
救

急
医
療
を
し
っ
か
り
と
維
持

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
の
見
解
を
改
め

て
示
し
た
。

ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
機

能
の
定
着
に
も
よ
り
一
層
力

を
入
れ
て
い
く
と
し
た
上

で
、
「
地
域
の
身
近
な
か
か

り
つ
け
医
を
、
入
院
機
能
を

持
つ
地
域
密
着
型
の
有
床
診

療
所
・
中
小
病
院
が
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
、
更
に
そ
れ
を
後

方
支
援
す
る
特
定
機
能
病
院

等
の
大
病
院
が
高
度
急
性
期

や
専
門
的
な
医
療
機
能
を
担

う
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
医
療
機
関
が
連
携
し
て
地

域
の
医
療
提
供
体
制
を
つ
く

っ
て
い
け
る
よ
う
、
引
き
続

き
検
討
し
て
い
く
」
と
述
べ

た
。

小
玉
弘
之
常
任
理
事
は
、

特
に
地
方
に
お
い
て
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
、
医
業

承
継
に
関
す
る
日
医
の
基
本

的
な
考
え
を
説
明
し
た
。

同
常
任
理
事
は
本
問
題
に

対
す
る
、
こ
れ
ま
で
の
日
医

の
取
り
組
み
と
し
て
、
都
道

府
県
医
師
会
担
当
理
事
連
絡

協
議
会
の
開
催
（
昨
年
９
月
）

や
日
医
総
研
で
医
業
承
継
に

向
け
た
調
査
を
行
う
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
進
め
て

き
た
と
し
た
上
で
、
日
医
総

研
の
調
査
か
ら
は
、
（
１
）

医
業
承
継
は
多
く
の
会
員
に

と
っ
て
間
近
に
迫
る
問
題
で

あ
る
と
の
認
識
は
あ
る
も
の

の
、
組
織
整
備
や
支
援
体
制

づ
く
り
に
着
手
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
ま
だ
少
数
で
あ
る
、

（
２
）
現
経
営
者
が
不
安
に

思
う
三
大
事
項
は
、
「
信
頼

で
き
る
相
談
先
が
見
つ
か
る

か
」「
後
継
者
候
補
を
自
力
で

探
せ
る
か
」
「
妥
当
な
金
額

で
事
業
譲
渡
で
き
る
か
」
で

あ
る

─
こ
と
な
ど
が
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
を
報
告
。

ま
た
、
独
自
に
医
業
承
継

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
都

道
府
県
医
師
会
、
郡
市
区
医

師
会
が
存
在
す
る
一
方
、
Ｍ

＆
Ａ
仲
介
事
業
者
に
よ
る
第

三
者
承
継
の
斡あ

っ
せ
ん旋

も
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
こ
の

よ
う
な
状
況
は
、
医
師
偏
在

の
助
長
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
手
数
料
、
譲
渡
価
格
等

に
つ
い
て
不
本
意
な
承
継
に

つ
な
が
る
リ
ス
ク
を
包
含
し

て
お
り
、
適
正
な
医
業
の
第

三
者
承
継
へ
の
取
り
組
み
を

支
援
す
る
体
制
が
必
須
で
あ

る
」
と
考
え
、
こ
の
た
び
地

域
に
お
け
る
「
社
会
的
共
通

資
本
」
と
し
て
の
医
療
を
守

る
た
め
、
別
掲
の
３
項
目
か

ら
な
る
考
え
を
取
り
ま
と
め

た
と
し
た
。

こ
の
考
え
に
基
づ
い
た
具

体
的
な
事
業
と
し
て
は
、
都

道
府
県
医
師
会
・
郡
市
区
医

師
会
に
、
弁
護
士
や
税
理
士

な
ど
専
門
家
の
候
補
先
を
示

す
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
と

し
た
他
、
引
き
継
ぎ
を
希
望

す
る
医
師
の
探
索
等
に
関
し

て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
は

民
間
事
業
者
の
力
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
秋
田
県
の

二
つ
の
地
域
で
ト
ラ
イ
ア
ル

事
業
を
行
う
に
当
た
っ
て
、

エ
ム
ス
リ
ー
株
式
会
社
と
の

間
で
包
括
連
携
協
定
を
結
ん

だ
こ
と
を
報
告
。

本
事
業
の
内
容
と
し
て

は
、
「
ト
ラ
イ
ア
ル
地
域
に

お
け
る
、
医
業
承
継
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
等
の
情
報
提
供

の
実
施
」
「
日
医
会
員
に
対

す
る
医
業
承
継
に
関
す
る
情

報
提
供
と
医
業
承
継
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
た
マ

ッ
チ
ン
グ
」
「
承
継
時
に
お

け
る
後
継
者
へ
の
医
師
会
加

入
促
進
」
の
三
つ
が
あ
る
と

し
た
。

更
に
、
日
医
が
本
問
題
に

関
与
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
①
医
師
が
少
な
い
地
域

に
お
け
る
医
師
偏
在
・
不
足

の
深
刻
化
等
、
医
療
提
供
体

制
の
悪
化
を
招
か
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
、
②
承
継
事
業

を
実
施
す
る
都
道
府
県
医
師

会
や
郡
市
区
医
師
会
と
の
間

で
の
緊
密
な
連
携
、
③
承
継

医業の第三者承継における 
日医の基本的考え

（1）�譲渡を希望する医師と承
継を希望する医師に対す
る支援

（2）�医業承継を行う地域の医
師会の支援

（3）�日医としての支援体制の
充実

時
に
医
師
会
へ
の
入
会
を
促

進
す
る
こ
と

─
が
可
能
に

な
る
こ
と
を
挙
げ
た
。

そ
の
上
で
、
同
常
任
理
事

は
今
後
に
つ
い
て
、
「
承
継

を
希
望
す
る
医
師
と
、
引
き

継
ぎ
を
希
望
す
る
医
師
と
の

引
き
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、

女
性
医
師
バ
ン
ク
の
機
能
を

拡
充
し
て
対
応
す
る
こ
と
も

想
定
し
て
い
る
が
、
当
該
事

業
は
当
事
者
の
引
き
合
わ
せ

に
止
め
る
」
と
す
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
本
問
題
の
解

決
に
向
け
、
日
医
と
し
て
積

極
的
に
活
動
し
て
い
く
考
え

を
示
し
た
。

※
日
医
総
研
に
よ
る
医
業

承
継
に
関
す
る
実
態
調
査
の

詳
細
は
、
日
医
総
研
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
リ
サ
ー
チ
エ
ッ
セ

イNo.79

と
し
て
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
で
、
ご
参
照
願
い

た
い
。

→
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今
村
聡
副
会
長
は
１
月
10

日
、
都
内
で
開
催
さ
れ
た
厚

生
労
働
省
労
働
政
策
審
議
会

労
働
条
件
分
科
会
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
に
招
か
れ
、
副
業
・
兼

業
を
中
心
に
医
師
の
働
き
方

改
革
に
関
す
る
日
医
の
考
え

を
説
明
し
た
。

今
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、

同
分
科
会
で
の
今
後
の
議
論

に
当
た
り
、
医
師
の
働
き
方

改
革
に
関
す
る
理
解
を
深
め

る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

今
村
副
会
長
は
、
ま
ず
、

勤
務
医
の
健
康
支
援
に
関
す

る
日
医
の
取
り
組
み
と
し

て
、
（
１
）
平
成
20
年
度
に

会
内
に
「
勤
務
医
の
健
康
支

援
の
た
め
の
検
討
委
員
会
」

を
設
置
、
（
２
）
平
成
21
年

度
に
「
勤
務
医
を
守
る
病
院

７
カ
条
」
「
医

師
が
元
気
に
働

く
た
め
の
７
カ

条
」
を
策
定
、

（
３
）
平
成
22

年
度
に
職
場
環

境
改
善
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開

始
、
（
４
）

平

成

24
年
度
に

「
勤
務
医
の
労

務
管
理
に
関
す

る
分
析
・
改
善

ツ
ー
ル
」
を
作

成

─
し
た
こ

と
な
ど
を
紹

介
。
「
日
医
と
し
て
、
10
年

以
上
前
か
ら
勤
務
医
の
健
康

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
」

と
強
調
し
た
。

ま
た
、
医
師
に
は
、
「
応

招
義
務
が
あ
る
」
「
生
命
に

直
結
す
る
仕
事
で
あ
る
」
等

の
特
性
が
あ
る
こ
と
を
説

明
。
医
師
の
働
き
方
改
革
に

当
た
っ
て
は
、
「
地
域
医
療

の
継
続
性
」
「
医
師
の
健
康

へ
の
配
慮
」
の
二
つ
を
両
立

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

指
摘
し
た
。

混
乱
が
生
じ
ぬ
よ
う 

　
　
　
　
一
定
の
配
慮
を

医
師
の
副
業
・
兼
業
に
関

し
て
は
、
日
医
が
実
施
し
た

「
医
師
の
副
業
・
兼
業
と
地

域
医
療
に
関
す
る
緊
急
調

査
」
の
結
果
等
を
基
に
、「
医

療
界
は
一
般
の
事
業
所
と
違

い
、
副
業
・
兼
業
が
日
常
的

に
実
施
さ
れ
、
非
常
勤
で
働

く
形
態
が
多
い
業
種
で
あ

る
」
と
説
明
す
る
と
と
も
に
、

「
地
域
医
療
（
宿
日
直
・
診

療
応
援
）
や
研け

ん
さ
ん鑽

、
収
入
確

保
を
目
的
と
し
て
い
る
」「
業

務
内
容
は
決
ま
っ
た
仕
事
だ

け
で
な
く
、
突
発
的
な
こ
と

（
災
害
対
応
等
）
も
あ
る
」「
勤

務
地
は
遠
方
に
行
く
こ
と
も

多
く
、
同
一
都
道
府
県
内
と

は
限
ら
な
い
」
「
診
療
科
に

よ
っ
て
、
同
じ
日
に
い
く
つ

も
の
医
療
機
関
を
掛
け
持
ち

す
る
こ
と
も
あ
る
」
な
ど
を

挙
げ
、
理
解
を
求
め
た
。

ま
た
、
副
業
・
兼
業
に
対

し
て
、
今
後
何
ら
か
の
ル
ー

ル
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
対

し
て
、
現
場
で
は
「
医
療
法

第
16
条
の
規
定
を
遵
守
で
き

な
く
な
る
（
79
・
９
％
）
」
、

「
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
基
準
の

中
で
医
師
の
人
員
配
置
基
準

を
満
た
さ
な
く
な
る
（
63
・

０
％
）
」
と
い
っ
た
不
安
を

持
っ
て
い
る
医
療
機
関
が
多

い
こ
と
を
挙
げ
た
（
図
）。

そ
の
上
で
、
同
副
会
長
は
、

「
国
民
に
良
質
な
医
療
を
提

供
す
る
こ
と
が
医
師
の
使
命

で
あ
る
が
、
医
療
に
お
い
て

万
が
一
の
こ
と
が
起
こ
っ
て

は
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
こ

と
に
な
る
」
と
強
調
。「
医
師

の
働
き
方
は
さ
ま
ざ
ま
な
パ

タ
ー
ン
が
あ
り
、
一
般
の
労

働
者
と
同
じ
よ
う
な
副
業
・

兼
業
へ
の
対
応
を
医
師
の
働

き
方
へ
単
純
に
当
て
は
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
混
乱
が
生
じ

る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
ル
ー
ル
を
決
め
て

い
く
上
で
は
、
ぜ
ひ
、
混
乱

が
起
き
な
い
よ
う
、
配
慮
を

お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
の
質
疑
で
、
医
療

機
関
は
所
属
す
る
医
師
全
て

の
副
業
・
兼
業
を
把
握
し
て

い
る
の
か
と
質
問
さ
れ
た
同

副
会
長
は
、
「
医
師
の
働
き

方
改
革
を
議
論
す
る
上
で
は

精せ

い

ち緻
に
把
握
す
べ
き
で
あ
る

が
、
副
業
・
兼
業
と
い
っ
て

も
色
々
な
パ
タ
ー
ン
が
あ

り
、
全
て
を
把
握
す
る
こ
と

は
難
し
い
」
と
回
答
。
ま
た
、

「
医
師
の
勤
務
時
間
は
長
く

な
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
同

じ
長
さ
で
も
人
に
よ
っ
て
、

そ
の
中
身
は
違
う
の
で
は
な

い
か
。
労
働
時
間
の
質
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
意

見
に
対
し
て
は
、
「
仕
事
の

質
と
時
間
を
ど
の
よ
う
に
整

理
し
て
い
く
か
は
難
し
い
課

題
」
と
し
た
上
で
、
「
ウ
ェ

ア
ラ
ブ
ル
端
末
を
使
っ
て
、

仕
事
が
医
師
の
健
康
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る

の
か
把
握
す
る
と
い
っ
た
こ

と
も
、
今
後
必
要
に
な
る
の

で
は
な
い
か
」
と
の
考
え
を

示
し
た
。

ま
た
、
委
員
か
ら
は
、「
医

療
界
の
副
業
・
兼
業
を
一
般

の
事
業
所
と
一
緒
に
議
論
す

る
こ
と
は
難
し
い
」
と
の
意

見
も
出
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
当
日
の
分
科
会

で
は
、
加
藤
勝
信
厚
労
大
臣

か
ら
諮
問
さ
れ
た
「
労
働
基

準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
要
綱
」
に
つ
い
て
議
論

が
行
わ
れ
、
要
綱
を
お
お
む

ね
妥
当
と
す
る
答
申
が
取
り

ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受

け
て
、
坂
口
卓
労
働
基
準
局

長
は
、
要
綱
を
基
に
法
案
を

作
成
し
、
１
月
の
通
常
国
会

に
提
出
す
る
と
し
た
。

本
要
綱
は
、
同
分
科
会
が

昨
年
12
月
27
日
に
取
り
ま
と

め
た
「
賃
金
等
請
求
権
の
消

滅
時
効
の
在
り
方
に
つ
い
て

（
建
議
）」
を
基
に
作
成
さ
れ

た
も
の
で
、
今
年
４
月
に
民

法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
労
基
法
上
の
未

払
賃
金
の
請
求
権
の
消
滅
時

効
期
間
を
現
行
の
２
年
間
か

ら
５
年
間
に
延
長
す
る
（
た

だ
し
、
当
分
の
間
は
３
年
間

で
運
用
）
こ
と
な
ど
が
示
さ

れ
て
い
る
。

民
法
が
改
正
さ
れ
、
未
払

賃
金
の
請
求
権
の
消
滅
時
効

が
５
年
間
に
延
長
さ
れ
る
こ

と
で
、
労
基
法
上
の
請
求
権

も
本
年
４
月
か
ら
５
年
間
に

見
直
さ
れ
た
場
合
、
医
療
機

関
に
は
大
き
な
影
響
が
出
る

恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
日

医
で
も
慎
重
な
対
応
を
求
め

て
い
た
が
、
消
滅
時
効
は
３

年
間
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

労
働
政
策
審
議
会
労
働
条
件
分
科
会
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

    
医
師
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る
日
医
の
考
え
を
説
明

今
村
副
会
長

図　複数医療機関に勤務する医師の働き方に対する医療機関の不安

※１ 医療法第16 条
医業を行う病院の管理者は、病院に医師を宿直させなければならない。
ただし、当該病院の医師が当該病院に隣接した場所に待機する場合その他当該病院の入
院患者の病状が急変した場合においても当該病院の医師が速やかに診療を行う体制が確
保されている場合として厚生労働省令で定める場合は、この限りではない。
→法律で定められている内容

※２ さまざまな施設基準の中で医師の人員配置基準
＜病院等＞
　○病院、療養病床を有する診療所は、厚生労働省令で定める員数の医師、歯科医師、
　　看護師等を有しなければならないとされている。（医療法第 21条）
　○上記規定に基づき、医師、歯科医師、看護師等の員数の標準が定められている。 
　　（医療法施行規則第19 条、第 21条の2）

→適正な医療を実施するためには一定水準以上の人員を確保する必要がある

上記グラフは回答施設全体 (n=3,549) より病院機能を持つ施設 (n=2,021)※を抽出して集計
　※病院機能該当施設： 高度救命救急センター、救命救急センター、災害拠点病院、へき地医療拠点病院、
 総合周産期母子医療センター、地域周産期母子医療センター、小児救急医療拠点病院、特定機能病院、
 地域医療支援病院、二次救急医療病院、専門病院

出所： 医師の副業・兼業と地域医療に関する日本医師会緊急調査（2019 年 12 月実施）
 2020 年 1 月 6 日時点の集計《依頼数：8,349　回答数 n=3,549》
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宿
日
直
体
制
が
維
持
困
難

派
遣
医
師
の
引
き
上
げ

病
院
の
経
営
が
悪
化

外
来
の
縮
小

病
院
勤
務
医
の
減
少
に
つ
な
が
る

医
師
紹
介
業
者
へ
の
支
払
増
加

勤
務
医
の
給
与
体
系
の
見
直
し

救
急
医
療
か
ら
の
撤
退

手
術
件
数
が
減
少

入
院
患
者
が
減
少

病
床
の
減
少

研
修
医
指
導
の
時
間
減
少

検
査
件
数
が
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少

様
々
な
現
場
で
の
情
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共
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会
減
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小
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研
修
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症
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が
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特
に
な
し

医療法第 16 条※1 の規定を遵守できなくなる

さまざまな施設基準の中で医師の人員配置基準※2 を満たさなくなる

日　
本　
医　
師　
会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

人
事
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・総
務
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・施
設
課	

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・経
理
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・広
報
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・情
報
シ
ス
テ
ム
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・（
会
員
情
報
室	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー	

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）

医
療
保
険
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会	
03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
医
学
図
書
館	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー	

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
健
康
医
療
第
一
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課	

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１

感
染
症
危
機
管
理
対
策
室	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５
・
医
賠
責
対
策
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研	

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー	

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー	

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
（
防
災
セ
ン
タ
ー	

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟	

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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２
０
１
９
年
12
月
４
日
、

パ
キ
ス
タ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
で
30
年
以
上
に
わ
た
り

医
療
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ

た
医
師
の
中
村
哲
先
生
が
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
・
ジ

ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
市
内
で
何
者

か
の
銃
撃
を
受
け
て
負
傷
さ

れ
、
搬
送
中
に
亡
く
な
ら
れ

ま
し
た
。

中
村
先
生
は
１
９
４
６
年

福
岡
県
生
ま
れ
。
九
州
大
学

医
学
部
卒
業
後
、
１
９
８
４

年
パ
キ
ス
タ
ン
の
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
に
赴
任
、
ハ
ン
セ
ン
病

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
を
柱
に

し
た
貧
困
層
の
診
療
を
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

１
９
８
６
年
か
ら
は
ア
フ

ガ
ン
難
民
の
た
め
の
事
業
を

設
立
し
、
１
９
９
８
年
に
は

基
幹
病
院
で
あ
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
基

地
病
院
を
パ
キ
ス
タ
ン
の
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
に
建
設
。
以
後
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
パ
キ
ス

タ
ン
両
国
に
お
い
て
地
域
医

療
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
０
年
以
降
は
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
襲
っ
た
大

特
別
寄
稿 福岡県医師会常任理事／日医総研研究部長補佐／ペシャワール会理事　原　祐一

アフガニスタン復興と
         ペシャワール会への支援のお願い

干
ば
つ
か
ら

人
々
の
命
を
救

う
た
め
、
１
６

０
０
も
の
井
戸

を
掘
り
、
２
０

０
２
年
に
は

『
緑
の
大
地
計

画
』
を
開
始
、

長
期
的
な
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の

復
興
計
画
に
基
づ
き
、
「
生

き
て
お
れ
。
病
は
あ
と
で
治

す
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

下
、
灌か

ん
が
い漑

事
業
に
着
手
さ
れ

ま
し
た
。

折
し
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

は
干
ば
つ
に
加
え
、
９
・
11

テ
ロ
後
の
米
軍
に
よ
る
空
爆

に
も
遭
い
、
中
村
先
生
は
医

療
支
援
に
加
え
て
食
糧
支
援

に
も
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

以
後
、
灌
漑
計
画
を
着
実

に
現
実
の
も
の
と
し
、
戦
乱

と
干
ば
つ
で
荒
廃
し
た
大
地

を
次
々
と
緑
の
農
地
に
変
え

て
い
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
活

動
の
結
果
、
蘇
っ
た
緑
の
農

地
は
、
１
万
６
５
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
こ
の
地
域
で
生
き

て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
た

人
々
は
65
万
人
に
も
及
び
ま

す
。中

村
先
生
の
献
身
的
な
活

動
は
国
際
的
に
も
高
く
評
価

さ
れ
、
２
０
０
３
年
に
は
ア

ジ
ア
に
お
け
る
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
と
も
い
わ
れ
る
ラ
モ

ン
・
マ
グ
サ
イ
サ
イ
賞
平

和
・
国
際
理
解
部
門
受
賞
。

現
地
の
人
々
か
ら
も
「
ド
ク

タ
ー
・
サ
ー
ブ
」
と
呼
ば
れ

て
広
く
慕
わ
れ
、
２
０
１
９

年
10
月
７
日
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
ガ
ニ
大
統
領
は
、
中

村
先
生
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
市
民

証
を
手
ず
か
ら
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
際
、
ガ
ニ
大
統
領
は

『
緑
の
大
地
計
画
（
英
文
）
』

を
何
度
も
熟
読
さ
れ
、「
こ
れ

が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
の

鍵
だ
と
思
っ
た
」
と
話
さ
れ

た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

更
に
、
２
０
１
９
年
11
月

１
日
の
日
本
医
師
会
設
立
72

周
年
記
念
式
典
並
び
に
医
学

大
会
の
際
に
、
「
医
療
の
国

際
協
力
に
貢
献
著
し
い
貢
献

者
」
と
し
て
、
日
本
医
師
会

最
高
優
功
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

中
村
先
生
が
凶
弾
に
倒
れ

ら
れ
た
の
は
、
こ
う
し
て
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
が
更

に
大
き
な
発
展
を
遂
げ
よ
う

と
し
て
い
た
、
そ
の
矢
先
の

出
来
事
で
あ
り
、
現
地
ス
タ

ッ
フ
並
び
に
日
本
の
事
務
局

ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て
今
ま
で

中
村
先
生
の
活
動
を
支
援
し

て
き
た
私
達
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
員
も
、
「
中
村
哲
」
と
い

う
あ
ま
り
に
も
大
き
な
支
え

を
失
っ
た
悲
し
み
に
打
ち
ひ

し
が
れ
ま
し
た
。

12
月
11
日
、
中
村
先
生
の

告
別
式
が
福
岡
市
内
で
行
わ

れ
、
上
皇
陛
下
・
上
皇
后
陛

下
ご
夫
妻
を
始
め
と
し
て
、

各
界
か
ら
多

数
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
寄
せ

ら

れ

ま

し

た
。ペ

シ
ャ
ワ

ー
ル
会
長
の

村
上
優
先
生

は
、
悲
し
み

の

中
、
「
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は
中
村
先
生

の
意
志
を
守
り
、
事
業
継
続

に
全
力
を
挙
げ
ま
す
」
と
決

意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

私
の
記
憶
に
あ
る
中
村
先

生
は
、
寡
黙
で
多
く
を
語
ら

ず
、
「
目
の
前
に
い
る
苦
し

む
人
達
に
手
を
差
し
伸
べ

る
」
と
い
う
医
師
の
原
点
を

実
践
さ
れ
、
私
達
、
後
続
の

医
師
達
に
最
高
の
見
本
を
示

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

一
方
、
『
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

に
て
』
『
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル

へ
の
道
』
『
医
者
、
用
水
路

を
拓
く
』
な
ど
、
ご
自
身
の

活
動
を
記
し
た
多
く
の
著
書

を
遺
さ
れ
て
お
り
、
著
書
の

中
で
は
こ
れ
が
あ
の
寡
黙
な

中
村
先
生
が
書
か
れ
た
も
の

か
と
驚
く
ほ
ど
、
命
の
不
平

等
や
世
の
不
条
理
に
つ
い
て

熱
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は
、
こ

れ
か
ら
も
中
村
先
生
の
ご
意

志
を
受
け
継
ぎ
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
で
の
事
業
を
続
け
て

い
き
ま
す
。
中
村
先
生
は
今

で
も
、
私
達
の
心
の
中
に
生

き
て
お
ら
れ
、
決
し
て
消
え

去
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
。中

村
先
生
の
存
在
は
私
達

日
本
人
と
し
て
、
ま
た
医
師

と
し
て
も
誇
り
で
す
。
今
ま

用水路現場を見下ろす中村医師（2008年12月30日）

で
、
中
村
先
生
の
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
で
の

ご
活
動
に
つ
い
て
、
あ
ま
り

見
聞
き
す
る
機
会
の
な
か
っ

た
先
生
方
も
多
く
お
ら
れ
る

と
存
じ
ま
す
。
こ
の
記
事
を

機
会
に
中
村
先
生
の
活
動
に

興
味
を
持
っ
て
下
さ
っ
た
先

生
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
命
の
危

機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
人
々

を
一
人
で
も
救
う
た
め
に
、

ぜ
ひ
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
会

員
に
な
っ
て
下
さ
い
。

当
会
の
活
動
に
ご
賛
同
・

ご
支
援
頂
け
ま
し
た
ら
、
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
一
員
と
し

て
、
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

諸
先
生
方
の
ま
す
ま
す
の

ご
健
勝
を
お
祈
り
致
し
ま
し

て
、
筆
を
擱お

か
せ
て
頂
き
ま

す
。最

後
に
、
私
の
心
に
残
っ

て
い
る
中
村
先
生
の
言
葉
を

記
し
ま
す
。

「
生
き
て
お
れ
。
病
は
あ
と

で
治
す
」

「
誰
も
行
か
ぬ
か
ら
誰
も
や

ら
ぬ
か
ら
我
々
が
す
る
の
で

あ
る
」

「『
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
』

は
、
逃
げ
場
を
失
っ
た
多
く

の
人
々
に
希
望
を
与
え
続
け

る
だ
ろ
う
。
私
も
そ
の
一
人

で
あ
る
。
『
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

検 索詳しくは 日医君グッズ
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日医君グッズ好評発売中
　日医では、公式キャラクターである「日医君（にちいくん）」のグッズを
販売しています。日常使いやプレゼントなどにぜひ、ご活用願います。
　価格や購入方法等の詳細は、日医のホームページをご参照下さい。
※ご購入頂きました売上の一部は、日医の「災害対策積立資産」に繰り入れし、災害発生の際に
活用させて頂きます。

日医ホームページ「日医君（にちいくん）」グッズ販売

日本医師会最高優功賞の盾を持つ中村医師

ペシャワール会連絡先
〒�810─0003�
福岡県中央区春吉1─16─8�
ベガ天神南601
092─731─2372　 092─731─2373

ン
』
は
忘
れ
去
ら
れ
た
が
、

私
達
の
共
有
し
た
苦
労
と
喜

び
の
結
晶
は
人
々
の
命
の
営

み
が
続
く
限
り
記
憶
さ
れ
る

だ
ろ
う
。
こ
れ
は
人
間
の
仕

事
で
あ
る
」

日　
本　
医　
師　
会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

人
事
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・総
務
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・施
設
課	

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・経
理
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・広
報
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・情
報
シ
ス
テ
ム
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・（
会
員
情
報
室	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー	

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）

医
療
保
険
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
医
学
図
書
館	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー	

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
健
康
医
療
第
一
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課	

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１

感
染
症
危
機
管
理
対
策
室	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５
・
医
賠
責
対
策
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研	

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー	

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー	

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
（
防
災
セ
ン
タ
ー	

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟	

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）



日 医 ニ ュ ー ス 第1402号（6）令和2年2月5日〔第3種郵便物認可〕

不
妊
治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
に 

関
す
る
連
携
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

―
三
重
県
医
師
会
―

近
年
、
晩
婚
化
等
を
背
景

に
不
妊
治
療
を
受
け
る
夫
婦

が
増
加
し
て
お
り
、
働
き
な

が
ら
不
妊
治
療
を
受
け
る
人

は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
不
妊
治
療
に
対

す
る
支
援
制
度
の
あ
る
企
業

は
少
な
く
、
不
妊
治
療
と
仕

事
の
両
立
が
で
き
ず
、
や
む

を
得
ず
離
職
す
る
場
合
も
多

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

不
妊
治
療
を
行
う
従
業
員

の
多
く
は
、
休
暇
制
度
や
柔

軟
な
勤
務
を
可
能
と
す
る
制

度
な
ど
、
利
用
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
求
め
て
い
る
。

不
妊
治
療
と
仕
事
の
両
立
に

つ
い
て
、
職
場
で
の
理
解
を

深
め
、
従
業
員
が
働
き
や
す

い
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、

有
能
な
人
材
の
確
保
と
い
う

点
で
、
企
業
に
も
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。不

妊
治
療
と
仕
事
の
両
立

支
援
に
関
す
る
連
携
協
定
締

結
に
先
立
ち
、
三
重
県
と
三

重
県
産
婦
人
科
医
会
の
協
力

に
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
。
対
象
は
、
①
特
定

不
妊
治
療
費
助
成
申
請
の
た

め
に
市
町
の
窓
口
に
来
所
し

た
人
（
令
和
元
年
７
月
）
、

②
三
重
県
内
９
指
定
医
療
機

関
で
不
妊
治
療
を
受
け
て
い

る
人
（
同
年
８
月
）
で
、
そ

れ
ぞ
れ
１
カ
月

間
に
行
わ
れ
、

対
象
は
計
９
１

３
名
で
あ
っ

た
。そ

の
結
果
か

ら
、
10
・
９
％

の
方
が
「
治
療

に
専
念
す
る
た

め
に
仕
事
を
や

め
た
」
と
回
答

し
た
。
ま
た
、

「
治
療
す
る
た

め
に
非
正
規

へ
」
や
「
治
療

の
た
め
今
の
会

社
に
変
え
た
」

と
い
う
人
も
お
り
、
不
妊
治

療
の
た
め
に
働
き
方
を
変
え

た
人
も
相
当
数
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
治
療
に
専
念
す

る
た
め
に
仕
事
を
辞
め
た
人

の
う
ち
、
治
療
に
つ
い
て
職

場
の
理
解
が
あ
る
と
感
じ
て

い
た
人
は
約
19
％
に
と
ど
ま

り
、
ま
た
両
立
が
難
し
い
と

感
じ
て
い
た
方
は
実
に
88
％

で
あ
っ
た
。
一
方
、
仕
事
を

続
け
て
い
る
人
で
も
約
66
％

が
不
妊
治
療
と
仕
事
の
両
立

は
難
し
い
と
感
じ
て
い
た
。

現
在
の
職
場
に
不
妊
治
療
へ

の
理
解
が
あ
る
と
感
じ
て
い

る
人
は
48
・
６
％
と
半
分
以

下
で
あ
り
、
ま
た
職
場
に
不

妊
治
療
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
制

度
が
あ
る
の
は
約
20
％
と
低

か
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
記
載

で
は
「
最
初
の
頃
は
理
解
が

あ
っ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
肩
身

が
狭
く
な
り
退
職
し
た
」「
治

療
の
た
め
の
急
な
休
み
や
早

退
に
理
解
が
得
ら
れ
な
い
」

「
男
性
も
不
妊
治
療
の
た
め

に
休
め
る
環
境
を
つ
く
っ
て

欲
し
い
」
な
ど
切
実
な
訴
え

が
聞
か
れ
た
。
今
回
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
職
場
の

理
解
や
サ
ポ
ー
ト
制
度
が
あ

れ
ば
不
妊
治
療
と
仕
事
の
両

立
が
難
し
い
と
感
じ
る
人
の

割
合
が
低
く
な
る
こ
と
も
分

か
っ
た
。

そ
こ
で
昨
年
12
月
15
日
、

鈴
木
英
敬
知
事
の
熱
い
思
い

に
よ
り
全
国
で
初
め
て
、
三

重
県
は
三
重
県
経
営
者
協

会
、
連
合
三
重
、
三
重
県
医

師
会
、
三
重
県
産
婦
人
科
医

会
、
三
重
労
働
局
の
５
者
と

の
間
で
連
携
協
定
を
結
ぶ
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
の
協
定
で

は
経
営
者
協
会
や
連
合
三
重

に
は
、
不
妊
治
療
中
の
休
暇

や
高
額
な
治
療
費
の
助
成
制

度
を
企
業
や
労
組
に
周
知
・

検
討
し
て
も
ら
い
、
ま
た
医

師
会
や
産
婦
人
科
医
会
は
治

療
の
正
し
い
知
識
を
企
業
に

発
信
し
た
り
、
受
診
者
に
相

談
窓
口
を
紹
介
し
た
り
す
る

役
割
を
担
う
こ
と
と
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
不
妊
治
療

と
仕
事
の
両
立
を
望
む
人
を

支
援
す
る
た
め
に
、
不
妊
治

療
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の

普
及
、
職
場
で
の
理
解
促
進
、

相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
、

協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

今
後
、
不
妊
治
療
の
受
け

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
に
、
本
年
２
月

23
日
に
は
「
不
妊
治
療
と
仕

事
の
両
立
を
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
通
じ
て
、
職
場
の
理
解
の

下
、
働
き
な
が
ら
不
妊
治
療

に
専
念
で
き
る
環
境
づ
く
り

の
啓
発
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
と
考
え
て
い
る
。

三重県子ども・福祉部子育て支援課より提供

新型コロナウイルスに関連した肺炎患者への対応にご協力を

　新型コロナウイルスに関連した肺炎の感染が中国を中心に拡大しています。
　日医でも更なる感染の拡大など、万が一の事態が起きた場合に迅速な対応が行
えるよう、国と協力して準備を進めるとともに、会員の先生方への情報提供に努
めて参る所存です。
　会員の先生方には、下記のサイト等をご参照頂き、引き続きのご協力をお願い
いたします。
関連サイト
　厚生労働省（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html）
　国立感染症研究所（�https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/ka/corona-virus/2019-ncov/2484-

idsc/9310-2019-ncov-1.html）
　日本医師会（http://www.med.or.jp/doctor/kansen/novel_corona/009082.html）
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皆
さ
ん
は
人
生
時
計
を
知

っ
て
い
ま
す
か
。

「
人
生
時
計
」
と
は
、
人
生

を
１
日
（
24
時
間
）
に
換
算

し
て
、
今
自
分
は
何
時
頃
に

い
る
の
か
を
考
え
る
も
の
で

す
。
人
生
を
24
時
間
に
縮
小

す
る
こ
と
で
、
自
分
は
今
人

生
の
ど
の
辺
り
に
い
る
か
を

実
感
し
や
す
く
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
還
暦
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
人
生
時
計
を

使
っ
て
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

60
歳
の
男
性
の
平
均
余
命

は

83
・
７
歳
で
す
の
で
、

83
・
７
歳
を
１
日
24
時
間
で

割
る
と
約
３
・
５
と
な
り
、

１
時
間
３
・
５
年
と
し
て
計

算
し
ま
す
と
、
60
歳
の
人
生

時
計
の
時
刻
は
午
後
５
時
９

分
と
な
り
ま
す
。

こ
の
時
間
か
ら
午
後
12
時

に
寝
付
く
ま
で
皆
さ
ん
な
ら

何
を
し
ま
す
か
。
私
な
ら
、

少
し
疲
れ
て
き
た
け
れ
ど
最

後
の
頑
張
り
で
午
後
７
時
く

ら
い
ま
で
仕
事
を
し
て
、
そ

れ
か
ら
人
生
最
大
の
ご
褒
美

で
あ
る
晩
御
飯
の
準
備
に
入

り
ま
す
。
美
味
し
い
お
酒
と

デ
ィ
ナ
ー
、
そ
し
て
１
人
の

食
事
は
寂
し
い
の
で
、
妻
と

そ
し
て
数
人
の
気
の
置
け
な

い
友
人
と
ワ
イ
ワ
イ
お
酒
を

飲
み
な
が
ら
の
食
事
が
で
き

も
う
一
度
逢
い
た
い
と
思

っ
て
い
た
の
は
人
で
は
な

く
、
犬
で
す
。
10
年
ほ
ど
前

の
英
彦
山
で
、
と
て
も
奇
妙

な
体
験
を
し
ま
し
た
。
不
思

議
な
犬
と
別
所
駐
車
場
か
ら

一
日
を
一
緒
し
た
の
で
す
。

そ
の
犬
と
再
び
逢
い
た
い

と
思
い
、
そ
の
後
何
回
か
駐

車
場
に
行
き
ま
し
た
が
、
再

び
め
ぐ
り
逢
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

思
い
は
薄
れ
ゆ
く
も
の

で
、
犬
の
こ
と
は
記
憶
か
ら

消
え
て
い
ま
し
た
が
、
今
春

「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」

の
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す

が
、
私
の
場
合
は
「
車
好
き
」

で
す
。

幼
児
の
頃
は
泣
い
て
い
て

も
車
に
乗
せ
る
だ
け
で
泣
き

や
ん
だ
そ
う
で
す
。
小
学
生

に
な
る
と
車
種
名
を
暗
記
、

運
転
免
許
が
取
れ
る
18
歳
を

楽
し
み
に
、
そ
の
日
を
指
折

り
数
え
て
い
ま
し
た
。
研
修

医
の
頃
は
ス
ピ
ー
ド
に
憧

れ
、
医
学
誌
よ
り
自
動
車
雑

誌
を
熟
読
。30
歳
に
な
る
と
、

車
を
持
つ
よ
り
運
転
す
る
事

の
楽
し
み
に
興
味
が
移
り
、

サ
ー
キ
ッ
ト
に
行
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

30
代
最
後
の
思
い
出
と
し

て
行
っ
た
世
界
一
過
酷
と
言

わ
れ
る
ド
イ
ツ
の
ニ
ュ
ル
ブ

ル
ク
リ
ン
ク
・
サ
ー
キ
ッ
ト
。

一
周
20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
毎

年
多
く
の
死
者
が
出
る
危
険

な
サ
ー
キ
ッ
ト
、
そ
の
魔
力

に
捕
ま
り
、
生
涯
に
１
０
０

周
を
走
る
の
を
目
標
に
毎
年

の
よ
う
に
通
い
、
５
０
０
周

く
ら
い
を
超
え
て
数
え
る
の

を
や
め
た
。
恐
ら
く
２
万
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
は
そ
の
サ
ー
キ

ッ
ト
で
走
っ
た
が
、
速
さ
よ

り
無
事
故
を
自
慢
し
た
い
。

そ
ん
な
馬
鹿
な
事
を
し
て

い
る
と
、
自
動
車
関
係
の
友

人
が
増
え
、
エ
セ
自
動
車
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、
発

表
前
の
車
に
試
乗
、
あ
る
い

は
好
き
な
車
を
無
償
で
借
り

て
き
て
乗
り
回
し
て
い
る
。

れ
ば
最
高
で
す
。

午
後
９
時
に
は
夕
食
も
終

わ
り
、
後
片
付
け
と
お
風
呂

に
入
っ
て
午
後
10
時
に
は
そ

ろ
そ
ろ
寝
る
準
備
に
入
り
ま

す
。
や
り
残
し
た
事
の
ま
と

め
、
整
理
、
処
分
、
い
ろ
い

ろ
あ
り
そ
う
で
す
。
そ
し
て

午
後
12
時
に
今
日
は
良
い
一

日
だ
っ
た
感
じ
な
が
ら
布
団

に
入
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
ぴ
り

夜
更
か
し
で
き
れ
ば
最
高
で

す
。こ

ん
な
風
に
残
り
の
人
生

を
考
え
る
と
、
ま
だ
ま
だ
い

ろ
い
ろ
楽
し
そ
う
で
す
。
た

だ
、
残
さ
れ
た
時
間
を
フ
ル

に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
普

通
に
日
常
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
体
力
、
気
力
が
必

要
で
す
。
寝
た
き
り
に
な
れ

ば
午
後
９
時
、
10
時
に
早
寝

す
る
こ
と
と
同
じ
で
す
。
既

に
あ
ま
り
無
理
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
還
暦
を

機
に
も
う
少
し
日
々
の
食

事
、
運
動
、
睡
眠
な
ど
に
気

を
配
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。い

つ
の
間
に
や
ら
還
暦
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の

が
実
感
で
す
が
、
で
も
ま
だ

私
の
人
生
は
６
時
間
以
上
も

あ
り
ま
す
。
や
り
た
い
こ
と
、

や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
こ

と
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
こ
な

し
な
が
ら
、
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま

す
。�

（
一
部
省
略
）

に
娘
が
天
神
の
ぺ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
プ
で
購
入
し
、
と
あ
る
こ

と
か
ら
当
家
に
転
が
り
込
ん

で
き
た
犬
が
、
そ
の
時
の
犬

に
そ
っ
く
り
な
の
で
す
。

そ
の
日
の
登
山
は
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
目
的
で
別
所
駐
車
場

か
ら
出
発
し
、
玉
屋
神
社
、

鬼
杉
経
由
で
南
岳
、
中
岳
、

北
岳
と
周
遊
し
、
高
住
神
社

に
下
山
し
て
駐
車
場
に
戻
る

ロ
ン
グ
コ
ー
ス
を
予
定
し
ま

し
た
。
駐
車
場
で
登
山
準
備

し
て
い
る
と
、
小
型
犬
が
私

の
近
く
に
寄
り
つ
い
て
き
ま

し
た
。
子
ど
も
の
柴
犬
か
豆

柴
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
後

ろ
か
ら
見
る
と
お
尻
が
む
っ

ち
り
し
て
い
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。

何
か
食
べ
物
が
欲
し
い
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、

む
や
み
に
餌
を
や
る
の
は
良

く
な
い
の
で
知
ら
ん
ふ
り
を

し
て
い
ま
し
た
。
歩
き
始
め

る
と
、
私
の
後
ろ
や
前
を
つ

か
ず
離
れ
ず
付
い
て
く
る
の

で
す
。
奉
幣
殿
ま
で
来
ま
し

た
が
、
相
変
わ
ら
ず
に
付
い

て
く
る
状
態
で
し
た
。

そ
の
う
ち
ど
こ
か
に
行
く

だ
ろ
う
と
知
ら
ん
ふ
り
を
続

毎
年
開
催
の
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ａ
試

乗
会
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
対

象
）
で
は
、
ベ
ン
ツ
、
Ｂ
Ｍ

Ｗ
、
ポ
ル
シ
ェ
、
ラ
ン
ボ
ル

ギ
ー
ニ
な
ど
の
外
車
を
一
気

に
試
乗
し
、
何
も
分
か
ら
な

い
の
に
偉
そ
う
に
車
が
分
か

っ
た
気
が
し
て
い
る
。

隔
年
開
催
の
東
京
モ
ー
タ

ー
シ
ョ
ー
は
空
い
て
い
る
プ

レ
ス
デ
ー
に
行
き
、
プ
レ
ス

キ
ッ
ト
と
呼
ぶ
報
道
関
係
者

向
け
の
資
料
、
お
土
産
を
頂

戴
し
、
時
に
は
展
示
車
両
を

見
な
が
ら
ラ
ン
チ
を
ご
馳
走

に
な
り
、
車
好
き
の
至
福
の

時
間
を
過
ご
し
て
い
る
。

最
近
は
氷
点
下
20
度
に
な

る
場
所
に
行
き
、
ス
パ
イ
ク

タ
イ
ヤ
で
走
っ
て
喜
ん
で
い

た
が
、
以
前
よ
り
車
に
対
す

る
情
熱
が
減
っ
た
よ
う
に
感

じ
て
い
る
。
「
車
好
き
」
も

還
暦
ま
で
だ
ろ
う
か
。

け
て
、
予
定
ど
お
り
に
右
側

の
登
山
道
へ
入
っ
て
い
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
ど
こ
ま
で

も
私
の
周
り
に
寄
り
添
う
よ

う
に
付
い
て
き
ま
す
。
登
山

者
が
近
付
く
と
、
ワ
ン
ワ
ン

吠
え
て
威い

か

く嚇
し
ま
す
。
私
は

す
い
ま
せ
ん
と
謝
ら
な
い
と

い
け
な
い
状
態
で
し
た
。

不
思
議
な
も
の
で
、
だ
ん

だ
ん
親
密
感
が
湧
い
て
き
ま

し
た
。
南
岳
山
頂
直
下
に
は

鎖
が
あ
る
岩
場
が
あ
り
、
犬

は
登
れ
ま
せ
ん
。
お
尻
を
支

え
て
登
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
が
、
急
に
引
き
返
し
て
い

な
く
な
り
ま
し
た
。

諦
め
て
帰
っ
た
の
だ
と
思

い
、
寂
し
い
気
持
ち
で
山
頂

に
着
く
と
、
そ
の
犬
が
い
る

で
は
な
い
で
す
か
。
私
を
見

て
、
ワ
ン
ワ
ン
喜
ぶ
よ
う
に

吠
え
て
い
ま
し
た
。
岩
場
を

避
け
る
ま
き
道
が
あ
り
、
そ

こ
か
ら
来
た
よ
う
で
す
。

そ
の
後
も
一
緒
に
下
山

し
、
駐
車
場
ま
で
帰
り
つ
き

ま
し
た
。
栄
養
補
助
食
品
な

ど
の
軽
食
し
か
持
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
分
け

合
っ
て
食
べ
た
の
で
す
が
、

あ
ま
り
好
き
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
犬
が
好
き

な
食
べ
物
を
持
っ
て
い
な
か

っ
た
の
が
今
で
も
悔
や
ま
れ

ま
す
。

こ
の
ま
ま
自
宅
ま
で
付
い

て
く
る
と
大
変
だ
し
、
無
理

や
り
別
れ
る
の
も
つ
ら
い
な

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
駐

車
場
で
着
替
え
て
い
る
と
、

い
つ
の
間
に
か
い
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
周
囲
を
探
し

て
も
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

娘
が
買
っ
た
犬
は
豆
柴

で
、
お
尻
が
む
っ
ち
り
し
て

後
ろ
姿
が
そ
っ
く
り
で
す
。

約
10
年
経
過
し
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
時
の
犬
は
死
ん
で

い
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。

不
思
議
な
縁
と
魂
の
巡め

ぐ

り
合

わ
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
駐

車
場
近
く
の
飼
い
犬
な
の
だ

と
思
い
ま
す
が
、
な
ぜ
か
そ

れ
で
は
納
得
で
き
ま
せ
ん
。

平
成
か
ら
令
和
に
な
っ
て
、

私
に
逢
い
に
戻
っ
て
き
て
く

れ
た
気
が
し
て
な
り
ま
せ

ん
。�

（
一
部
省
略
）
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た
だ
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ま
午
後
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時
９
分

西
田
　
元
彦

福岡県
田川医報
第139号より

奇
妙
な
平
成
の
思
い
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も
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三
つ
子
の
魂
六
十
ま
で
？

丸
山
　
和
敏

昨
年
10
月
、
沖
縄
県
の
首

里
城
跡
に
復
元
さ
れ
た
正
殿

な
ど
８
棟
の
建
造
物
と
貴
重

な
収
蔵
品
４
０
０
点
以
上
が

焼
失
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
映
像

で
目
に
し
た
朱
塗
り
の
御
殿

が
炎
上
す
る
様
は
、
県
民
の

み
な
ら
ず
多
く
の
人
々
に
衝

撃
を
与
え
た
。

私
達
の
当
初
の
喪
失
感
は

大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。
戦

後
の
建
造
物
と
は
い
え
、
そ

の
存
在
は
県
民
に
大
き
な
意

味
を
持
っ
て
い
た
。
火
災
原

因
の
究
明
は
今
も
続
い
て
い

る
が
、
並
行
し
て
す
ぐ
に
再

建
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
私
達
の

心
を
動
か
し
て
い
る

の
は
、
県
外
の
方
々

か
ら
の
ご
支
援
だ
。

各
地
か
ら
の
修
学
旅

行
生
や
観
光
客
の
方
々
、
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

利
用
し
て
寄
付
し
て
下
さ
る

方
々
、
他
都
道
府
県
医
師
会

員
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
を
通

じ
て
、
ま
た
は
個
人
で
、
更

に
は
海
外
か
ら
の
ご
支
援
。

膨
大
な
修
復
費
用
の
捻
出
に

困
惑
を
隠
せ
な
い
県
民
に
、

こ
れ
ら
の
浄
財
は
大
き
な
励

み
と
な
っ
て
い
る
。
な
ん
と
、

12
月
23
日
に
は
そ
の
額
は
20

億
円
を
超
え
、
今

も
各
方
面
か
ら
お

見
舞
い
の
お
言
葉

が

添

え

ら

れ
、

次
々
と
届
い
て
い
る
。

沖
縄
県
は
、
日
本
列
島
で

最
初
に
人
が
定
住
し
た
地
域

で
、
琉
球
王
国
時
代
に
は
海

上
交
易
な
ど
を
基
盤
に
独
特

の
文
化
・
社
会
観
を
培
っ
て

き
た
。
だ
が
、
地
理
的
な
要

因
も
加
わ
り
、
こ
れ
ま
で
何

か
に
つ
け
疎
外
感
を
感
じ
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
結
果
、
県

民
は
世
界
遺
産
と
は
い
え

「
私
た
ち
（
う
ち
な
ー
ん
ち

ゅ
）
の
首
里
城
」
と
感
じ
て

き
た
。

し
か
し
今
後
は
、
多
く
の

方
々
と
の
つ
な
が
り
を
実
感

で
き
た
安
堵
感
と
と
も
に

「
み
ん
な
の
首
里
城
」
と
認

識
を
新
た
に
し
て
い
こ
う
。

皆
様
の
温
か
い
お
心
に
衷
心

か
ら
の
感
謝
を
。

�

（

）

み
ん
な
の
首
里
城
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書
籍
紹
介

さ
て
ど
う
し
よ
う
？
に

答
え
る

Ｂ
型
肝
炎
治
療
30
の

方
針

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
準
拠

田
中　

篤　

著

ゲ
ノ
ム
研
究
用
・
診

療
用

病
理
組
織
検
体

取
扱
い
規
程

日
本
病
理
学
会　

編

新
し
ん
健
康
体
操

健
康
寿
命
が
の
び
る

体
づ
く
り西

山
剛
史　

著

Ｂ
型
肝
炎
は
治
療
を
行
う

こ
と
な
く
、
臨
床
的
治
癒
に
至

る
こ
と
も
あ
る
一
方
、
急
速

に
肝
不
全
に
陥
る
よ
う
な
激

し
い
肝
炎
を
起
こ
し
得
る
な

ど
、
自
然
経
過
が
複
雑
で
難

し
い
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
治
療
介
入
の
タ

イ
ミ
ン
グ
か
ら
薬
剤
の
選

択
、
治
療
目
標
の
設
定
、
重

症
化
や
ウ
イ
ル
ス
再
活
性
化

の
場
合
な
ど
、
判
断
に
悩
む

場
面
の
多
い
Ｂ
型
肝
炎
治
療

に
お
け
る
30
の
方
針
を
「
Ｂ

型
肝
炎
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
下
敷
き
と
し
て
明
快

に
提
示
し
て
い
る
。

第
１
章
は
基
本
的
知
識
を

Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
解
説
。
第
２

章
は
ケ
ー
ス
ご
と
に
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
く
最
新
の
治

療
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
。

随
所
に
「
選
択
・
判
断
の

ポ
イ
ン
ト
」
を
記
載
す
る
こ

と
で
、
根
拠
を
明
示
す
る
ば

か
り
で
な
く
、
そ
の
背
景
と

な
る
基
本
知
識
も
理
解
で
き

る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
現
場

の
「
こ
ん
な
時
ど
う
す
る
？
」

に
即
答
で
き
る
工
夫
が
さ
れ

て
お
り
、
便
利
な
一
冊
と
言

え
る
。

定
価　

３
５
２
０
円（
税
込
）

発
行　

南
江
堂

一
度
に
多
数
の
遺
伝
子
の

変
異
を
調
べ
る
遺
伝
子
パ
ネ

ル
検
査
。
解
析
に
使
用
さ
れ

る
次
世
代
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー

な
ど
の
登
場
や
普
及
に
伴

長
年
に
わ
た
っ
て
患
者
と

向
き
合
っ
て
き
た
著
者
が
、

自
身
も
後
期
高
齢
者
と
呼
ば

れ
る
年
齢
に
な
り
、
健
康
寿

命
を
延
ば
す
こ
と
の
重
要
性

を
痛
感
。
同
時
に
、
脚
・
腰

な
ど
が
衰
え
る
こ
と
に
よ
り

自
立
し
た
生
活
が
で
き
な
く

な
る
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
高
齢
者
が
急
増
し

て
い
る
現
実
を
目
の
当
た
り

に
し
、
無
理
な
く
脚
・
腰
を
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日
本
医
師
・
従
業
員
支
部 

案
内

確
定
申
告
が
必
要
な
方
は
忘
れ
ず
に！

国
民
年
金
基
金
の
掛
金

は
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・

住
民
税
が
軽
減
さ
れ
る
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

確
定
申
告
に
は
、
昨
年
10

月
～
11
月
に
当
基
金
よ
り
送

付
済
み
の
、
「
社
会
保
険
料

控
除
証
明
書
」
の
添
付
が
必

要
と
な
る
の
で
、確
認
の
上
、

忘
れ
ず
に
利
用
し
て
頂
き
た

い
。ま

た
、
給
付
さ
れ
た
年
金

は
、
公
的
年
金
等
控
除
が
適

用
さ
れ
る
他
、
死
亡
時
の
遺

族
一
時
金
に
つ
い
て
は
、
全

額
非
課
税
と
な
る
。

国
民
年
金
基
金
は
、
「
人

生
１
０
０
年
時
代
」
へ
の
備

え
と
し
て
、
国
民
年
金
に
上

乗
せ
を
行
う
「
公
的
な
年
金

制
度
」
で
あ
り
、
掛
金
や
年

金
に
対
し
、
税
制
上
の
優
遇

措
置
も
あ
る
。

未
加
入
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
こ

の
機
会
に
国
民
年
金
基
金
へ

の
加
入
を
検
討
頂
き
た
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
基
金
事

務
局
（

０
１
２
０
─

７
０

０
６
５
０
）
ま
で
。

鍛
え
ら
れ
る
よ
う
に
と
自
身

で
考
案
し
た
体
操
の
解
説
書

で
あ
る
。

体
操
は
、
整
形
外
科
学
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学

に
ヨ
ガ
と
ジ
ム
ナ
ス
テ
ィ
ッ

ク
の
他
、
近
年
心
身
に
対
す

る
効
果
が
立
証
さ
れ
て
い
る

「
笑
い
」
も
取
り
入
れ
た
も

の
で
、
本
書
に
は
、
写
真
や

付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
映
像
を
使
っ

て
体
操
の
内
容
が
詳
し
く
解

説
さ
れ
て
い
る
。

人
生
１
０
０
年
時
代
と
言

わ
れ
る
中
で
、
健
康
寿
命
を

延
伸
す
る
こ
と
が
大
き
な
課

題
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
本

書
は
そ
の
対
処
法
を
考
え
る

上
で
も
、
大
変
参
考
に
な
る

一
冊
と
言
え
る
。

定
価　

１
１
０
０
円（
税
込
）

発
行　

吉
備
人
出
版

医
療
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
０

◆
日
時
：
２
月
19
日
（
水
）

午
後
１
時
～
４
時
30
分

◆
会
場
：
日
医
会
館
大
講
堂

◆
テ
ー
マ
：
全
世
代
型
社
会

保
障
の
構
築
の
た
め
に

◆
参
加
者
：
日
医
会
員
及
び

公
募
の
一
般
参
加
者

◆
参
加
費
：
無
料

◆
申
込
方
法
：
各
都
道
府
県

医
師
会
を
通
じ
て
申
し
込
み

願
い
た
い
。
一
般
の
参
加
者

は
、
日
医
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

専
用
サ
イ
ト
（http://www.

med.or.jp/people/info_

event/seminar/008959.

html

）
よ
り
、
申
し
込
み
が

可
能
に
な
っ
て
い
る
。

◆
申
込
締
切
：
２
月
18
日

（
火
）
。
た
だ
し
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
る
。

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・
講
演
１
「
全
世
代
型
社
会

保
障
（
仮
）」（
翁
百
合
株
式
会

社
日
本
総
合
研
究
所
理
事
長
）

・
講
演
２
「
〝
積
極
的
・
全

世
代
型
支
援
型
・
参
加
型
〟

社
会
保
障
へ
」
（
古
賀
伸
明

公
益
財
団
法
人
連
合
総
合
生

活
開
発
研
究
所
理
事
長
／
連

合
前
会
長
）

・
講
演
３
「
全
世
代
型
社
会

保
障
の
将
来
」
（
吉
川
洋
立

正
大
学
学
長
）

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
「
全
世
代
型
社
会
保
障
改

革
に
向
け
て
」

（
座
長
：
武
田
俊
彦
前
厚
生

労
働
省
医
政
局
長
、
パ
ネ
リ

ス
ト
：
翁
日
本
総
研
理
事

長
、
古
賀
連
合
総
研
理
事
長
、

吉
川
立
正
大
学
長
、
横
倉
会

長
）

・
講
演
４
「
上
手
な
医
療
の

か
か
り
方
の
広
報
（
仮
）
」（
デ

ー
モ
ン
閣
下�

ア
ー
テ
ィ
ス

ト
／
厚
労
省
「
上
手
な
医
療

の
か
か
り
方
を
広
め
る
た
め

の
懇
談
会
」
構
成
員
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
医
総

合
医
療
政
策
課
〔

03
─

３

９
４
２
─

６
５
１
４
（
直
）
〕

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
模
様

は
、
当
日
、
希
望
す
る
各
都

道
府
県
医
師
会
へ
Ｔ
Ｖ
会
議

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
配
信
す
る

他
、
後
日
、
「
記
録
集
」
を

日
医
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
。

※
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
日

医
生
涯
教
育
制
度
の
対
象
と

な
る
。

い
、
こ
の
領
域
は
急
速
に
発

展
し
て
い
る
。

２
０
１
９
年
春
か
ら
は
、

が
ん
に
お
け
る
遺
伝
子
パ
ネ

ル
検
査
が
保
険
適
用
と
な

り
、
患
者
個
々
人
が
持
つ
遺

伝
情
報
を
基
に
し
た
医
療
は

今
後
更
な
る
展
開
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
ゲ
ノ
ム
解
析
に
当
た

っ
て
は
、
対
象
と
な
る
病
理

組
織
検
体
の
品
質
に
注
意
を

払
う
こ
と
が
、
正
し
い
検
査

結
果
を
得
る
た
め
に
不
可
欠

と
な
る
。
そ
の
た
め
に
求
め

ら
れ
る
病
理
組
織
検
体
の
採

取
、
保
管
、
標
本
作
製
の
ベ

ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
な
取
り

扱
い
方
法
を
実
証
デ
ー
タ
に

基
づ
い
て
解
説
し
た
の
が
本

書
で
あ
る
。

内
容
は
、
日
本
病
理
学
会

が
編
集
し
、
２
０
１
６
年
に

刊
行
さ
れ
た
「
ゲ
ノ
ム
研
究

用
病
理
組
織
検
体
取
扱
い
規

程
」
と
、
２
０
１
８
年
に
刊

行
さ
れ
た
「
ゲ
ノ
ム
診
療
用

病
理
組
織
検
体
取
扱
い
規

程
」
を
合
本
し
、
加
筆
・
修

正
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
お

り
、　

が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
中

核
拠
点
病
院
・
連
携
病
院
だ

け
で
な
く
、
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
な
ど
に
お
い
て

も
、
参
考
に
な
る
書
と
な
っ

て
い
る
。
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